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Atlantic Forest

Sao Paulo



亜熱帯低地林



雲霧林 cloud forest



Understory flowers

ヒメハギ科の一種 イワタバコ科の一種



Understory flowers

アカネ科の一種 キツネノマゴ科の一種



Atlantic forest の猿: 24種

http://www.biodiversityscience.org/publications/hotspots/Atlanticforest.html



Atlantic forest の鳥

http://www.tropicalbirding.com/trip
Reports/TR_Brazil_Jun2005.html



最適採餌戦略
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餌場にどれだけ長く滞在して
餌をとるのが最適か？
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フジアザミとトラマルハナバチ

Ohashi & Yahara(1998) 
Amer J Bot 85:219-224



フジアザミの花数とトラマルハナバチ
の株内訪花数の関係

植物個体あたりの頭花数
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Ohashi & Yahara(1998)





Ohashi & Yahara model

立ち去り条件はGt+1<kp

mは短期記憶

の上限値



Ohashi & Yahara モデルの予測
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株
内
で
訪
問
す
る
花
数

植物が点々と生えているとき

植物が密生しているとき



マルハナバチの訪花パターン

Ohashi & Yahara (2002) Func Ecol 16: 492-503
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キバナアキギリのおしべ付属体の除去実験



移動コスト（k）

花あたり処理時間＋株間移動時間

花あたり処理時間＋株内移動時間

花あたり処理時間を大きくすれば、
株を早く立ち去るはずである



キバナアキギリへのマルハナバチの訪花行動

株あたりの花数
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Ohashi (2002)
Evolution
56: 2414-2423

付属体を除去してもぐりやすくした花
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切花をつかった訪問実験



好まれる頭花と嫌われる頭花

ほのかな甘い香り くさった魚の臭い



マルハナバチは自分の臭いを嫌う

ではなぜ同じ花にすぐに再訪問するのか？

Goulson et al. 2000



今日のキーポイント

• 動物の最適時間配分
– 収穫量が最大になるように行動しても効率は
低下する

– 送粉昆虫の最適戦略は植物の性質によって
変化する

• 送粉動物と植物の関係
– 「最適な状態」は、送粉昆虫と花(植物）との間
で異なる・・・「利害」の不一致

– 進化的に安定な状態は「妥協点」


